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研究成果の概要（和文）：日本の近代捕鯨の沿岸時代について、東洋捕鯨の社内文書や株主総会資料、同時代の
写真などから明らかにした。国内の事業場と捕鯨船の８割を得た東洋捕鯨は、黄海と千島に事業場を新設し事業
を拡大し、事業場の一体運用や役割分担が見られ、人員と捕鯨船を通年で効率的に運用したことが史料的に裏付
けられた。捕鯨船によっては年度内に台湾から北海道の網走、黄海へと回航していた。ノルウェー人砲手の着業
は1930年代初めに終わり、その割合は朝鮮では高く、本州や北海道では低くかった。シロナガスクジラとナガス
クジラの呼称は、東洋捕鯨の社内名称が定着したものである。

研究成果の概要（英文）：The coastal era of modern whaling in Japan was described with the in-house 
documents of Toyo Hogei (Oriental Whaling Co.), business reports for the stockholder general 
meeting, and photographs at that time. Toyo Hogei, which have 80% of whaling stations and whaling 
boats, expanded the fishing operation by establishing new whaling stations in the Yellow Sea and the
 Kuril Islands. It was proved with the evidence in historical documents that the company was able to
 make fishing operation efficiently in whaling boats and workers through the year with integrated 
operations and role sharing in some stations. A whaling vessel voyaged from Taiwan to Abashiri in 
Hokkaido and the Yellow Sea during a year. The work of Norwegian gunners ended in the early 1930s, 
the proportion of which was high in Korea and low in Honshu and Hokkaido. The standard Japanese 
names of blue and fin whales were established from the in-house name of Toyo Hogei.

研究分野： 科学史・技術史、博物館学
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１．研究開始当初の背景 
	 明治大正期から戦前の近代捕鯨の沿岸時
代に関する人文学的研究は、操業実態が不明
なままに進められてきた。捕鯨船名、捕獲の
公式統計は存在するものの、操業の様子を伝
える一次資料が得られなかったことを要因
とする。捕獲器具の開発史は別にして、福本
和夫 1960『日本捕鯨史話』から山下渉登 2004
『捕鯨』に至るまで、明治大正期の捕鯨の操
業実態については、明石喜一編 1910『本邦
の諾威式捕鯨誌』に依拠し、不足分は雑誌記
事を用いており、一次資料を用いた研究は見
られない。事業場の場所や捕獲統計について
は笠原昊 1950「日本近海の捕鯨業とその資
源」が全貌を伝えているものの、事業場別の
集計はされていない。また、公式統計を用い
たものであり、当然に予想される実際の捕獲
状況は不明なままである。日本の近代捕鯨の
沿岸期の研究は、航海日誌や契約書類を資料
とする 18–9 世紀のアメリカ捕鯨、鯨組の文
書を使用した近世の西海捕鯨の研究、初めか
ら監督官が乗船した南極海の母船式捕鯨に
比べ、史料に恵まれず実証性に欠ける状況で
あった。 
	 一方、既存の研究が資料としたのは文書で
あり、図面や写真を多数用いて事業場や捕鯨
船、操業の実際を視覚的に現した報告は国内
には見られない。例外は、アメリカのロイ・
チャップマン・アンドリュース  Roy 
Chapman Andrews による『Whale Hunting 
wist Gun and Camera』（1916）や関連の報
告である。彼が写真は入手済みであったので、
それを用いた視覚的な捕鯨事業の解説が可
能と考えた。 
 
２．研究の目的 
	 20世紀初頭から約半世紀にわたる、日本の
近代捕鯨の沿岸時代の操業実態について、社
内文書や株主総会資料、役所への提出文書、
同時代の写真を用いて実証的に明らかにす
ることである。対象地域には、当時の統治地
域である朝鮮や台湾、千島や樺太を含む。朝
鮮と千島は沿岸捕鯨の最重要地域でもあっ
た。具体的には次の 5項目である。１）近代
捕鯨初期の操業実態：各事業場の沿革、捕鯨
船の稼働状況と事業場間の回航、２）就労者
と技術移転：ノルウェー人砲手の異動と日本
人への移行、朝鮮人や台湾人の就労状況、３）
捕獲実績と資源状態：種別捕獲数と捕獲状況、
資源状態の認識、４）地元対策：外来企業が
地域に受容されるための寄付や儀礼行為、社
会関係の構築、５）解説書の作成：事業場所
在地の個別課題や社会史研究のための基礎
資料の提供。 
 
３．研究の方法 
	 １）必携」の解読：鯨類の生態調査や調査
捕鯨の経験を踏まえた解釈やデータ化、図
表・統計・地図などの視覚資料の作成、２）
比較資料の収集と検討：公式統計・調査報告

書や研究論文・地元資料の収集、既存文献の
視覚資料化（図表化や地図へのプロット）、
３）現地調査：事業場と周辺の地理的調査と
関係者や子孫からの聞き取り、４）写真と映
像資料の捜索の４つである。	
	
４．研究成果	
	
	 沿岸捕鯨の操業の実際として、各事業場の
沿革、種別月別捕獲数、着業捕鯨船など資料
が得られた。20世紀初頭のシロナガスクジラ
の捕獲数は、既存の報告よりも相当に多かっ
た。ノルウェー人砲手の存在は、東洋捕鯨１
社で最低のべ 40 名以上が着業していた。そ
の割合は事業場で異なり、朝鮮では高く、本
州や北海道では低かった。主力事業場の鮎川
では、1910 年代半ばから 50%未満であり、
従来の記述よりも日本人砲手が早くから多
数を占めていた。操業海域は、当初の漁場が
不漁になると遠方にまで広げ捕獲数を確保
していた。とりわけ黄海では事業場から 80–
100海里まで航海していた。 
	 進出先の関係では、地元漁業者に反対運動
が起こり、事業場の移転をしたことが高知県
甲浦などでも見られた。その一方、北海道の
一部や千島では歓迎される例も見られ、進出
先との関係は、網取り捕鯨の有無、漁業の成
績などいくつかの要因により異なった傾向
が見られた。多くの事業場で小学校や神社へ
の定期的な寄付や有力者への挨拶などを行
っていた。各地で見られた鯨の下顎骨の門柱
もその一貫と考える。 
	 解説書の作成では、当初予定していた社内
文書「場長必携」の復刻や写真版の作成は個
人情報が予想以上に多く含まれるため断念
した。鮎川事業場や周辺の写真について、社
内文書や役所への提出文書から事業所名や
施設名を特定した。 
	 現在に残る事業場の遺構として、台湾事業
場の引揚桟橋や樺太事業場の可能性が高い
枡のほか、黄海の大黒山島事業場の跡地が鯨
公園として整備されていることがわかった。
千島の事業場では、その所在地が現在は鯨や
捕鯨に関係するロシア語地名になっている。 
	 ノルウェーのアーカイブに、20世紀初頭の
朝鮮海捕鯨の写真が保存されていることが
判明し、被写体が長生浦（蔚山）事業場や長
箭湾と金剛山、長崎の世界遺産「小菅船修場」
であることを特定した。	
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